
本邦発症進行性多巣性白質脳症に対する塩酸メフロキン投与
の多数例での検討	


解　説	

	


1.  ２０１０年６月以降国立感染症研究所にて髄液ＪＣＶ－ＰＣＲ検査陽性であった
ＰＭＬ症例のうち、上記のプロトコールに従って塩酸メフロキンを投与した症例
を集計し、１７例の症例情報が蓄積された。	


2.  塩酸メフロキン投与６か月後の結果では、７例で臨床症状の改善があり、うち２
例では合併症で死亡。８例では臨床症状の改善なく、うち７例で死亡であった。
２例で投与中止となった。有効例７例での基礎疾患はＨＩＶ２例、血液疾患２例、
膠原病３例であったのに対し、無効例８例ではＨＩＶ３例、血液疾患２例、膠原病
２例であった。	
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塩酸メフロキン�275mg/日	


3日間連続内服�

Day8より275mg/週�	


6か月間（週1回）内服�

1．塩酸メフロキン投与プロトコール�

2．結果�
有効例での基礎疾患�

無効例での基礎疾患�


